
シンポジウム２ 10月28日(金)「ソーシャルイノベーターとしての建築家」（仮）

日時：2016年10月28日（金）　15：30～18：00　／　場所：大阪市中央公会堂 大集会室　／　定員：800名

近年、政治や経済など東京への一極集中が進み、大阪を含めた地方都市が衰退の一途をたどっているとも言われています。
他にも、地震や台風といった自然災害から身を守るための防災、限りある地球資源を維持していくための環境、人口減少による
少子化や高齢化、歴史文化の喪失など、日本が抱える多くの課題を目の前に、我々建築家はどのような役割を果たすことができ
ているのでしょうか。
そんな暗くなりがちな未来のイメージではなく「ほしい未来は、つくろう」と明るい未来にフォーカスし、自らの力で築いてい
こうという動きが始まっています。それが「ソーシャルデザイン」という考え方であり、その担い手がソーシャルイノベーター
です。
今回は2011年に『ソーシャルデザイン』という本を出版し、社会的な課題の解決と同時に、新たな価値を創出する事例を紹介
しているウェブマガジン「greenz.jp」の元編集長、兼松佳宏氏を招き、「ソーシャルデザインとは何か」、「ソーシャルイノ
ベーターとして建築家」といったテーマでお話しいただきます。
経済的豊かさを手に入れた我々日本人ですが、いまひとつ幸福感を感じることができないという声もたくさんあります。どうす
れば人々が笑顔を取り戻し、明るい社会に向かうことができるのか。どうすれば笑都物語として人々を元気にする社会を、地方
である大阪から発信できるのか。
吉村洋文大阪市長、建築家の伊東豊雄氏、工藤和美氏、竹原義二氏、そして関西で活躍するソーシャルイノベーターにも登壇い
ただき、社会の変革と建築家の職能について踏み込んだ議論をしていく予定です。

＜第一部＞
①開会挨拶
　JIA近畿支部 支部長
　井上久実氏
②キーノート
　「ｿｰｼｬﾙﾃﾞｻﾞｲﾝとは何か」
　　兼松 佳宏氏
③プレゼンテーション
　　関西のｿｰｼｬﾙｲﾉﾍﾞｰﾀｰ
④来賓コメント
　　大阪市長 吉村洋文氏

プログラム（予定）

「南相馬　みんなの遊び場」（設計：伊東豊雄＋柳澤潤）
　PHOTO：fog

竹原義二氏
1948年生まれ
1978年
無有建築工房設立
2000年～2013年
大阪市立大学教授
2015年～
摂南大学理工学部建築学科教授
渡辺節賞、村野藤吾賞、他多数

工藤和美氏
1960年生まれ
1986年シーラカンスを共同設立
1991年
東京大学大学院博士課程修了
現在、シーラカンスK&H代表
東洋大学建築学科教授
日本建築学会賞、
JIA日本建築大賞など受賞

伊東豊雄氏
1941年生まれ
1965年東京大学工学部建築学科卒業
1969年URBOT設立
1971年
伊東豊雄建築設計事務所に改称
日本建築学会賞、
ヴェネチアビエンナーレ金獅子賞、
プリツカー建築賞など受賞

兼松佳宏氏(モデレーター)
1979年生まれ
ソーシャルデザインのための
ヒントを発信するWebマガジ
ン「greenz.jp」元編集長。
16年、フリーランスの勉強家
として独立し、教育分野を中
心に活動中。
京都精華大学教員大阪市長 吉村洋文氏

＜第二部＞
⑤ディスカッション
「ｿｰｼｬﾙｲﾉﾍﾞｰﾀｰとしての建築家」
　伊東豊雄氏×工藤和美氏×竹原義二氏
　モデレーター：兼松佳宏氏　
⑥クロージング
⑦チェックアウト
⑧閉会挨拶
　


